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第
二
百
五
十
七
世
天
台
座
主
森
川
宏
映
猊
下

の
ご
遷
化
に
伴
い
、
第
二
百
五
十
八
世
天
台
座

主
に
大
樹
孝
啓
猊
下
（
兵
庫
教
区
圓
教
寺
・
97

歳
）
が
新
た
に
ご
上
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
猊
下
は
延
暦
寺
諸
堂
へ
上
任

の
ご
奉
告
を
さ
れ
、
更
に
皇
居
、
京
都
御
所
、

四
天
王
寺
へ
も
ご
奉
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
五
月
三
十
一
日
、
延
暦
寺
根
本
中

堂
で
法
脈
相
承
の
儀
式
「
傳
燈
相
承
式
」
が
行

わ
れ
、
宮
内
庁
京
都
事
務
所
長
、
関
係
宗
派
代

表
者
、
宗
内
門
跡
大
寺
、
各
教
区
宗
務
所
長
、

各
界
を
代
表
す
る
来
賓
多
数
が
見
守
る
う
ち
に

「
相
承
譜
」
へ
ご
署
名
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
言
葉
が
あ
り
、「
祖
師
先
徳
結

願
の
年
に
法
灯
を
継
承
し
た
因
縁
の
あ
り
が
た

さ
を
感
謝
し
、
祖
師
の
み
教
え
を
深
く
心
に
刻

み
、
宗
祖
大
師
の
志
に
お
応
え
せ
ね
ば
な
リ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
や
武
力
紛
争
、
人

道
問
題
等
の
憂
慮
す
べ
き
現
在
の
情
勢
へ
も
言

及
さ
れ
、
我
々
は
こ
の
混
迷
す
る
状
況
を
傍
観

第二百五十八世天台座主に
大樹孝啓猊下ご上任

地
域
の
寺
社
の
魅
力

群
馬
教
区
　
　

主
事
会
幹
事

桑
原
　
弘
順

　
第
七
回
浄
法
寺
伝
教
大
師
報
恩
法

要
並
び
に
境
内
清
掃
奉
仕
活
動
も
見

事
に
圓
成
し
、
関
係
者
の
ご
努
力
に

感
服
し
つ
つ
自
坊
に
落
ち
着
く
と
、

県
文
化
財
保
護
課
よ
り
封
書
が
届
い

て
お
り
「
群
馬
県
近
世
寺
社
総
合
調

査
」
の
礼
状
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
同
封
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。

　

県
と
群
馬
建
築
士
会
が
令
和

元
年
度
か
ら
二
年
度
、
主
に
江

戸
～
明
治
時
代
初
期
に
建
て
ら

れ
た
県
内
の
寺
社
な
ど
三
七
一

軒
を
調
査
し
、
報
告
書
に
ま
と

め
た
と
い
う
。
調
査
は
約
四
十

年
ぶ
り
だ
そ
う
で
す
。

　

多
数
の
教
区
寺
院
に
も
本
調

査
・
予
備
調
査
が
有
り
、
同
様

の
ご
協
力
を
さ
れ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。

　

本
職
が
県
西
部
山
麓
に
あ
る
寺

院
住
職
を
拝
命
し
て
四
十
年
目
に

今
回
の
調
査
を
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

当
山
で
は
令
和
元
年
十
月
と

十
一
月
に
本
堂
、
楼
門
の
予
備
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
迄
自
坊

の
当
た
り
前
の
風
景
か
ら
、
建
築

と
い
う
切
り
口
を
頂
き
、
江
戸
時

代
初
期
に
こ
の
寺
院
を
創
建
さ
れ

中
興
を
含
め
、
信
心
し
、
守
り
、

維
持
し
て
こ
ら
れ
た
先
人
た
ち
の

歴
史
文
化
を
ど
う
調
査
頂
け
る

か
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た

所
で
あ
り
ま
す
。
後
日
、
図
書
館

で
も
報
告
書
を
閲
覧
し
ま
し
た
が

本
編
・
寺
院
・
神
社
の
三
部
に
分

か
れ
全
一
二
五
〇
ペ
ー
ジ
に
渡
る

堂
々
た
る
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
可
能
と
い
い
ま
す
。

　

是
非
、
こ
の
機
会
に
県
文
化
財

保
護
課
の
事
業
と
報
告
書
を
ま
と

め
得
た
建
築
士
の
ご
努
力
を
お
汲

み
取
り
頂
き
、
四
十
年
ぶ
り
の
業

績
に
眼
を
通
す
も
良
し
、
直
接
巡

る
も
良
し
と
思
い
ま
す
。

　

近
隣
寺
社
の
成
り
立
ち
文
化

と
今
日
に
継
承
頂
い
た
先
人
の

努
力
に
思
い
を
馳
せ
れ
ば
此
度

の
報
告
書
の
意
義
が
実
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

冒
頭
の
浄
法
寺
に
つ
い
て
は
本

調
査
が
実
施
さ
れ
、
由
来
、
沿
革

か
ら
、
歴
史
あ
る
大
伽
藍
の
様
子

を
カ
ラ
ー
写
真
、
図
表
を
用
い
て

六
ペ
ー
ジ
に
渡
り
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
報
恩
法
要
・
境
内
清
掃
に

奉
仕
さ
れ
、
ご
参
拝
頂
い
た
皆
様

と
、
教
区
の
取
り
組
み
に
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
百
八
十
一
語
に
渡
る
寺
院

建
築
用
語
の
解
説
が
あ
り
、
目
か

ら
う
ろ
こ
の
思
い
で
し
た
。
最
後

に
、
民
族
文
化
の
要
と
し
て
共
に

時
を
刻
み
、
明
治
以
降
別
々
の
道

を
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
神
社
の
報

告
も
、
見
逃
せ
な
い
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

ま
さ
に
地
域
に
あ
る
寺
社
の

魅
力
満
載
の
素
晴
ら
し
い
偉
業

に
合
掌
。

ご
あ
い
さ
つ

群
馬
教
区
　
　
　
　

檀
信
徒
会
連
盟
会
長

神
宮
　
直
仁

　

一
昨
年
・
昨
年
と
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
諸
事
業
の
中
止
、
縮
小
、

外
出
の
抑
制
等
が
あ
り
、
会
員
皆

様
も
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
本
年
は
慶
讃
大
法
会

の
最
終
年
度
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
会
も
教
区
全
体
の
総
会
も
で

き
ず
、
役
員
総
会
や
書
面
議
決
等

の
方
法
で
対
処
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
今
年
六
月
八
日
、
人
数
制
限

を
し
て
、
各
部
の
代
表
役
員
出
席

の
下
、
教
区
全
体
の
総
会
を
J
A

ビ
ル
に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
月
二
日
、
伝
教
大
師

最
澄
上
人
の
命
日
に
先
立
っ
て
、

教
区
で
も
規
模
を
縮
小
し
て
鬼
石

町
の
浄
法
寺
で
法
要
と
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
安
心
で
き
ま
せ
ん
が
、
皆

様
に
は
コ
ロ
ナ
に
罹
患
せ
ぬ
よ
う

注
意
し
て
、
健
康
で
幸
せ
な
生
活

を
送
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

す
る
こ
と
な
く
、〈
忘
己

利
他
〉〈
一
隅
を
照
ら
す
〉

み
教
え
を
昂
揚
し
、
慈
悲

に
溢
れ
た
社
会
を
目
指
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
決
意
を
語
ら
れ
る
と
共

に
「
不
惜
身
命
、
戒
行
精

進
し
宗
祖
の
御
誓
願
実
現

に
勤
め
る
所
存
で
す
」
と

力
強
く
誓
わ
れ
ま
し
た
。



尊像の前での法要齋藤師の講演

清掃活動

法楽
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祖師先徳鑽仰大法会祖師先徳鑽仰大法会

　

令
和
四
年
六
月
二
日
、
群
馬
教
区
多
野

部
浄
法
寺
大
師
ご
尊
像
前
に
て
祖
師
先
徳

鑽
仰
大
法
会
を
記
念
し
た
、
教
区
並
び
に

一
隅
傘
下
団
体
合
同
の
報
恩
法
要
と
境
内

清
掃
奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年

も
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
八
十
余
名
の
参

加
人
数
で
規
模
を
縮
小
し
て
行
い
、
昨
年

に
修
復
を
終
え
て
、
往
時
の
輝
き
を
取
り

戻
し
た
伝
教
大
師
尊
像
前
で
の
法
要
と
な

り
ま
し
た
。

　

報
恩
法
要
は
、「
天
台
の
お
つ
と
め
」・

伝
教
大
師
の
生
涯
と
そ
の
徳
を
讃
え
る
「
伝

教
大
師
和
讃
」
を
お
唱
え
し
、
そ
の
後
に

三
浦
祐
俊
群
馬
教
区
宗
務
所
長
挨
拶
、
来

賓
祝
辞
、
浄
法
寺
へ
の
御
燈
明
料
贈
呈
、

緑
野
智
彦
浄
法
寺
住
職
よ
り
、
伝
教
大
師

御
巡
錫
の
地
で
あ
る
こ
の
寺
を
後
世
へ
も

　

令
和
四
年
六
月
八
日
、
群
馬
教

区
檀
信
徒
会
連
盟
・
伝
道
師
会
連

盟
の
総
会
が
、
各
部
の
代
表
役
員

八
十
二
名
出
席
の
下
、
J
A
ビ

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
連
盟
と
も
、
事
業
・
決
算
報

告
が
さ
れ
、新
年
度
事
業
計
画
案
・

予
算
案
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

各
総
会
終
了
後
、
同
一
会
場
に
集

合
し
、
三
浦
祐
俊
群
馬
教
区
宗
務

所
長
を
導
師
に
法
楽
と
な
り
、「
伝

教
大
師
和
讃
」
を

奉
詠
し
て
そ
の
偉

業
と
徳
を
讃
え
ま

し
た
。
そ
の
後
、

合
同
研
修
会
と
し

て
、「
出
逢
い
を

大
切
に
」
の
タ
イ

ト
ル
で
、
教
区
布

教
師
会
長
（
当

時
）
の
堀
越
教
之

師
が
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

　

師
は
、「
苦
」

の
理
解
と
、
大

師
の
加
護
を
願

う
「
和
讃
」
の
精
神
を
紹
介
し
、

趣
味
の
版
画
を
通
し
て
の
、
人
々

の
「
縁
」
を
紹
介
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　

当
日
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危

機
救
援
募
金
」が
呼
び
か
け
ら
れ
、

寄
せ
ら
れ
た
四
〇
、四
八
〇
円
の

浄
財
は
、
天
台
宗
「
一
隅
を
照
ら

す
運
動
総
本
部
」
へ
送
金
さ
れ
ま

し
た
。

第 7 回浄法寺伝教大師報恩法要 並 境内清掃奉仕活動第 7 回浄法寺伝教大師報恩法要 並 境内清掃奉仕活動

宗祖伝教大師  御生誕一千二百五十年・東国巡錫一千二百年・一千二百年大遠忌  慶讃事業宗祖伝教大師  御生誕一千二百五十年・東国巡錫一千二百年・一千二百年大遠忌  慶讃事業

群馬教区檀信徒会連盟・伝道師会連盟総会開催群馬教区檀信徒会連盟・伝道師会連盟総会開催

伝
え
る
べ
く
努
力
し
て
い
き
た
い
旨
の

ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
齋
藤
崇
謙
布
教
師
会
事
務
次
長

に
よ
り
「
最
澄
さ
ま
の
こ
こ
ろ
ざ
し
」
と

題
し
た
法
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

齋
藤
師
は
、
伝
教
大
師
が
一
ヶ
所
に

八
千
巻
の
法
華
経
を
納
め
た
宝
塔
を
日
本

各
地
の
六
ヶ
所
に
建
て
、
国
家
の
安
寧
を

祈
り
、「
山
家
学
生
式
」
と
い
う
規
則
を

作
成
し
て
「
己
を
忘
れ
て
他
を
利
す
る
」

国
宝
的
人
材
の
育
成
に
寄
与
し
た
こ
と
、

我
々
で
も
で
き
る
活
動
の
一
例
と
し
て
、

ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
病
気
で
毛
髪
を
無

く
し
た
方
々
の
か
つ
ら
の
た
め
に
、
数
年

の
間
頭
髪
を
伸
ば
し
て
寄
付
す
る
）
を
実

践
し
た
お
子
さ
ん
の
例
を
紹
介
し
て
、「
己

を
忘
れ
て
他
を
利
す
る
」精
神
が
広
が
り
、

よ
り
良
い
世
の
中
に
な
る
こ
と
を
お
話
し

下
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
境
内
の
見
学
と
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
境
内
は
広
く
、
由
緒
あ
る

建
物
・
塔
が
点
在
し
、
ご
尊
像
と
同
じ
く

修
復
さ
れ
た
相そ

う
り
ん
と
う

輪
橖
を
興
味
深
く
見
学

し
、
伝
教
大
師
や
道
忠
禅
師
の
時
代
の
規

模
を
彷
彿
さ
せ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
名
刹
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。



華蔵院本堂

弥陀三尊

五智如来

戸鹿野観音堂宝篋印塔と墓碑

群 馬 天 台2022年／令和 4年 8月 1日 第 89号

一隅を照らそう

　

当
山
は
沼
田
市
戸
鹿
野
町
に
在

り
、
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
、
脇
侍

に
観
音
菩
薩
、勢
至
菩
薩
が
あ
る
。

当
山
の
由
緒
は
不
詳
で
あ
る
が
、

示 

寂

小
川 

晃
毅 

師

伊
勢
崎
部 

善
応
寺

令
和
四
年
一
月
二
十
日

河
原 

瑩
善 

師

富
岡
部 

長
厳
寺

令
和
四
年
三
月
八
日

小
出 

海
順 

師

西
群
馬
部 

常
楽
寺

令
和
四
年
五
月
十
二
日

西群馬部 泉福寺

綾小路 秀純 師

一
月
十
四
日

令
和
四
年 新
住
職
紹
介

下仁田部 野牧寺

細野 順伸 師

二
月
二
日

令
和
四
年

北群馬部 石原寺

千葉 照峰 師

五
月
一
日

令
和
四
年

西前橋部 昌樂寺

綾小路 乘俊 師

五
月
二
十
九
日

令
和
四
年

富岡部 長厳寺

河原 良親 師

四
月
二
十
八
日

令
和
四
年

高崎部 満勝寺

原 徳明 師

西前橋部 昌樂寺

綾小路 乘俊 師

群
馬
教
区
選
出
宗
議
会
議
員

群
馬
教
区
選
出
宗
議
会
議
員

　

任
期
満
了
に
伴
う
宗
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
、
次
の
両
師
が
再
選

さ
れ
ま
し
た
。

沼
田
部

八
幡
山

華
蔵
院

沼
田
市
戸
鹿
野
町
七
九
六

住
職 

齋
藤 

祥
駿

シ
リ
ー
ズ
群
馬
の
寺
々 

第
五
十
回

真
田
昌
幸
が
隣
に
あ
る
戸
鹿
野
八

幡
宮
に
参
詣
の
際
、
宮
暦
を
当
時

の
住
職
が
説
明
し
て
い
る
と
の
文

献
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

別
当
寺
院
と
し
て
機

能
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
玄
海
和
尚

に
よ
っ
て
開
基
さ
れ

中
興
正
海
和
尚
、
現

在
十
六
世
が
護
寺
し

て
い
る
。

　

嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
年
）
の

火
事
に
よ
り
焼
失
、

本
堂
や

寺
宝
を

失
っ
た

が
、
阿

弥
陀
三

尊
は
当

時
の
住
職
、
近
辺
の
住
民
に
よ

り
運
び
出
さ
れ
難
を
逃
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
本
堂

は
文
久
年
代
（
一
八
六
一

〜
一
八
六
四
年
）
に
再
建

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

宝
物
に
は
阿
弥
陀
如

来
、観
音
、勢
至
両
菩
薩
、

そ
の
他
に
五
智
如
来
、
大

般
若
経
六
〇
〇
巻
な
ど

が
あ
る
。
こ
の
五
智
如
来

は
現
在
修
復
中
の
た
め

本
堂
に
は
安
置
し
て
い

な
い
が
、
令
和
四
年
冬
に

修
復
を
終
え
る
予
定
で
あ
る
。

　

飛
び
地
境
内
に
は
戸
鹿
野
観
音

堂
が
あ
る
。延
宝
三
年（
一
六
七
五

年
）
に
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
金
色
の

聖
観
世
音
菩
薩
が
出
土
し
、
そ
れ

を
祀
る
た
め
に
御
堂
が
建
て
ら
れ

た
。し
か
し
盗
難
に
あ
っ
た
た
め
、

今
は
違
う
聖
観
世
音
菩
薩
が
祀
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
同
地
に
は
宝
篋

印
塔
や
墓
碑
が
並
ぶ
。



予
　
告

寺
院
だ
よ
り

稚児の皆さんと

講伝を受ける受者

伝法の様子

講伝の様子

群 馬 天 台2022年／令和 4年 8月 1日 第 89号

一隅を照らそう

新
編
集
委
員

小
出 

行
観

西
群
馬
部 

東
光
院

檀
信
徒
祖
山
参
拝
研
修
会

令
和
四
年
九
月
二
十
九
日（
木
）〜

�

十
月
一
日（
土
）

伝
道
師
補
任
祖
山
研
修
会

令
和
四
年
十
月
三
日（
月
）〜

�

十
月
五
日（
水
）

　

当
山
は
、
羅
漢
山
正
覚
院
法
輪
寺

と
称
し
、安
土
桃
山
期
に
創
建
さ
れ
、

江
戸
期
の
百
五
十
七
体
の
羅
漢
像
を

有
し
、
市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
そ
の
名
が
羅
漢
町
と
い
う
町
名

に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
大
正
十
五
年
建
立
の
本
堂

を
令
和
二
年
に
解
体
し
、
新
本
堂
の

建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

檀
信
徒
及
び
有
縁
の
方
々
の
ご
協

力
を
賜
り
、
六
間
四
面
の
新
本
堂
は

約
一
年
ほ
ど
で
工
事
は
完
了
し
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の

た
め
、
落
慶
式
を
二
回
に
渡
り
延
期

し
、
本
年
四
月
二
十
四
日
に
、
教
区

諸
大
徳
・
来
賓
等
ご
臨
席
の
下
、
保

育
園
児
に
よ
る
稚
児
行
列
を
行
い
、

よ
う
や
く
無
事
に
式
典
を
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

い
ま
だ
、
破
損
し
た
一
部
の
羅
漢

像
の
修
復
が
終
わ
っ
て
い
な
い
の

で
、
引
き
続
い
て
事
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

高
崎
部

高
崎
部  

法
輪
寺

法
輪
寺
住
職 

三
浦 

興
優

南
前
橋
部

南
前
橋
部  

泉
蔵
寺

泉
蔵
寺

住
職 

荒
木 

亮
佑

　

宗
祖
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠

忌
奉
賛
事
業
の
一
環
と
し
て
建
立
し

ま
し
た
。

群
馬
天
台
青
年
会
主
催

群
馬
天
台
青
年
会
主
催

　
　
薬
師
供
伝
法
会
行
わ
れ
る

　
　
薬
師
供
伝
法
会
行
わ
れ
る

　

令
和
四
年
六
月
二
十
六
日
（
日
）
西

前
橋
部
大
福
寺
様
に
お
い
て
群
馬
天
台

青
年
会
主
催
の
薬
師
供
伝
法
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
法
大
阿
闍
梨
と
し
て
延
暦
寺
一
山

行
光
坊
住
職
の
横
山
照
泰
権
大
僧
正
を

お
迎
え
し
、
受
者
四
十
五
人
へ
行
法
が

授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
程
は
大
き
く
二
部
に
分
か
れ
て

お
り
、
伝
法
の
の
ち
講
伝
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

伝
法
で
は
受
者
代
表
と
し
て
長
諒
順

群
馬
天
台
青
年
会
会
長
が
、
横
山
照
泰

師
の
前
に
向
か
い
、
行
法
を
授
か
り
ま

し
た
。

　

講
伝
で
は
、
薬
師
瑠
璃
光
如
来
に
つ

い
て
の
お
話
や
、
先
の
伝
法
に
つ
い
て

の
解
説
が
行
わ
れ
、
受
者
は
熱
心
に
拝

聴
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

受
者
の
各
位
か
ら
は
、「
横
山
先
生

か
ら
授
か
っ
た
行
法
を
実
践
し
て
い
き

た
い
」と
い
う
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

天
台
宗
群
馬
教
区
　

天
台
宗
群
馬
教
区
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の

��

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

教
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

教
区
の
事
業
や
、
各
種

刊
行
物
等
を
載
せ
て
お
り

ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
高
覧
い
た
だ
け

れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

https://gunmatendai.com

庫
裡
新
築

本
堂
新
築


